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重点事業方針

⑷
　
効
果
的
な
消
費
宣
伝
事
業
を
実
施
し

ま
す

①
　
マ
ネ
キ
ン
を
効
果
的
に
活
用
し
た

消
費
宣
伝
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

②
　
食
育
活
動
と
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ

る
需
要
の
創
出
を
進
め
ま
す
。

③
　
き
の
こ
の
食
文
化
発
信
と
需
要
創

出
に
向
け
た
各
種
研
修
会
の
開
催
と

レ
シ
ピ
開
発
に
よ
る
消
費
喚
起
を
進

め
ま
す
。

⑸
　
安
全
安
心
に
向
け
た
衛
生
管
理
の
徹

底
と
品
質
向
上
を
進
め
ま
す
。

①
　
金
属
、
ガ
ラ
ス
、
プ
ラ
片
な
ど
健

康
被
害
案
件
に
つ
な
が
る
異
物
混
入

対
策
の
徹
底
に
向
け
て
、
講
習
会
や

チ
ラ
シ
な
ど
で
啓
発
を
進
め
ま
す
。

②
　
生
産
者
へ
の
巡
回
訪
問
に
よ
る
施
設

点
検
を
定
期
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

⑹
　
物
流
課
題
へ
の
対
応
と
物
流
コ
ス
ト

抑
制
に
向
け
た
段
ボ
ー
ル
開
発
の
検
討

を
行
い
ま
す
。

①
　
輸
送
効
率
化
に
向
け
た
集
出
荷
体

制
と
納
品
方
法
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

②
　
パ
レ
ッ
ト
規
格
に
適
合
す
る
段

ボ
ー
ル
の
開
発
検
討
と
パ
レ
ッ
ト
単

位
輸
送
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

⑺
　
き
の
こ
種
菌
の
安
定
供
給
体
制
の
維

持
に
努
め
ま
す

①
　
中
核
種
菌
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る

効
率
的
な
母
菌
供
給
体
制
を
堅
持
し

て
い
き
ま
す
。

②
　
農
工
研
と
の
連
携
に
よ
る
き
の
こ
の

優
良
品
種
開
発
と
普
及
を
進
め
ま
す
。

■
テ
ー
マ

「
夏
こ
そ
!!
ア
ツ
ア
ツ
レ
シ
ピ

or
夏
だ
か
ら
、
ひ
ん
や
り
レ
シ

ピ
　
夏
に
食
べ
た
い
一
皿
は
ど
っ

ち
!?
」

■
期
間

令
和
７
年
５
月
20
日
㈫
～

７
月
31
日
㈭

■
展
開

全
国
量
販
店
売
り
場
、W

eb

、

D
ELISH

 KITC
H

EN

広
告
、

G
oogle

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告
、

Instagram

広
告

野
菜
・
き
の
こ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
１
弾

■
日
時

令
和
６
年
10
月
１
日
㈫

１
～
４
時
限
目

■
開
催

長
野
市
立
緑
ヶ
丘
小
学
校

５
年
生

■
授
業

き
の
こ
・
白
菜
の
食
育
体
験

学
習
（
き
の
こ
収
穫
体
験
・

白
菜
の
重
さ
当
て
・
調
理
）

﹇
見
て
･
触
っ
て
･
食
べ
て
﹈

き
の
こ
・
白
菜
食
育
授
業

きのこ安全安心対策生産者へ消費宣伝事業の
紹介チラシ（配布チラシ、
ＪＡ広報誌掲載）

■
目
的

７
月
の

レ
タ
ス

最
盛
期

に
伴
い

記
念
日
を
登
録
し
、
各
種
メ
デ
ィ

ア
で
の
露
出
や
量
販
店
等
で
の
販

売
促
進
活
用
に
よ
り
、
レ
タ
ス
の

Ｐ
Ｒ
と
販
売
訴
求
に
繋
げ
る
。

■
コ
ン
セ
プ
ト

登
録
日
は
「
夏（
な
）７（
つ
）２
」

に
ち
な
ん
で
「
７
月
２
日
」
と

し
、
今
年
だ
け
で
な
く
複
数
年
か

け
て
認
知
度
向
上
と
企
画
規
模
拡

大
を
狙
う
。

「
７
月
２
日
夏
の
長
野
県
産
レ
タ
ス
の
日
」

記
念
日
登
録

「７月２日夏の長野県産レタス
の日」店舗展開（令和６年度）

生産者あての異物混入対策の啓発チラシ きのこ・白菜の食育体験学習
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重点事業方針

生
産
販
売
部
　野
菜
き
の
こ
課
の
取
り
組
み

野菜きのこ課

１
．
令
和
７
年
度
事
業
計
画

⑶
　
長
野
県
と
し
て
の
重
点
市
場
・
実
需

者
を
明
確
に
し
て
、
Ｊ
Ａ
と
一
体
と

な
っ
た
供
給
販
売
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

①
　
機
能
あ
る
卸
売
会
社
と
の
連
携
を

強
化
し
、
県
内
の
産
地
リ
レ
ー
や
総

合
品
目
供
給
を
進
め
、
効
果
あ
る
消

費
宣
伝
事
業
を
活
用
し
重
点
実
需
者

と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

②
　
契
約
取
引
は
、
顧
客
確
保
と
と
も

に
競
合
産
地
対
策
、
生
産
者
手
取
り

の
安
定
確
保
を
目
的
と
し
て
、
契
約

履
行
す
る
た
め
の
条
件
整
備
と
生
産

対
策
を
進
め
ま
す
。

③
　
業
務
加
工
向
け
取
引
で
は
、
実
需

者
と
連
携
し
て
出
荷
形
態
を
検
討
し
、

商
品
開
発
と
販
促
企
画
を
組
み
立

て
、
産
地
・
実
需
者
と
も
に
メ
リ
ッ

ト
あ
る
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。

⑷
　
品
質
維
持
向
上
対
策
を
進
め
、
長
野

県
産
商
品
の
販
売
先
確
保
と
顧
客
満
足

度
を
高
め
ま
す
。

⑸
　
多
様
な
生
産
者
へ
の
生
産
提
案
に
よ

る
生
産
基
盤
強
化
と
系
統
共
販
対
策
を

進
め
ま
す
。

①
　
果
根
菜
類
お
よ
び
加
工
業
務
原
料

野
菜
を
農
業
生
産
法
人
・
営
農
組

合
・
複
合
経
営
生
産
者
な
ど
に
推
進

し
、
生
産
拡
大
と
集
荷
対
策
を
進
め

ま
す
。

２
．
野
菜
　
重
点
取
組
事
項

⑴
　
生
産
・
流
通
コ
ス
ト
上
昇
に
お
け
る

対
策
と
し
て
、
農
産
物
販
売
価
格
向
上

と
生
産
経
費
圧
縮
に
向
け
た
生
産
販
売

に
取
り
組
み
ま
す
。

①
　
生
産
コ
ス
ト
上
昇
に
伴
う
売
価
へ

の
反
映
と
消
費
者
へ
の
啓
発
を
行
い

ま
す
。

３
．
き
の
こ
　
重
点
取
組
事
項

⑴
　
計
画
生
産
の
取
り
組
み
と
需
給
バ
ラ

ン
ス
を
鑑
み
た
臨
機
応
変
な
販
売
対
応

の
構
築
を
進
め
ま
す
。

①
　
再
生
産
価
格
確
保
に
向
け
た
計
画

生
産
を
推
進
し
ま
す
。

②
　
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
、
生
産
者
の
実

態
把
握
と
系
統
集
荷
対
策
を
行
い
、

集
荷
計
画
の
精
度
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。

③
　
市
場
流
通
動
向
と
消
費
ニ
ー
ズ
の

把
握
を
行
い
、
有
利
販
売
を
進
め

ま
す
。

⑵
　
き
の
こ
販
売
価
格
向
上
と
き
の
こ
商

品
価
値
の
醸
成
を
進
め
ま
す
。

①
　
生
産
コ
ス
ト
上
昇
に
伴
う
売
価
へ

の
反
映
と
消
費
者
へ
の
啓
発
を
進
め

ま
す
。

②
　
契
約
的
取
引
の
条
件
見
直
し
と
値

上
げ
交
渉
を
進
め
ま
す
。

⑶
　
ア
イ
テ
ム
集
約
と
量
目
規
格
統
一
に

よ
る
供
給
ロ
ッ
ト
確
保
と
提
案
力
の
強

化
を
進
め
ま
す
。

①
　
ア
イ
テ
ム
や
量
目
規
格
の
集
約
に

よ
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削
減
を
進

め
ま
す
。

②
　
荷
造
り
ア
イ
テ
ム
の
集
約
に
よ
る

販
売
・
提
案
力
の
強
化
を
進
め
ま
す
。

②
　
契
約
的
取
引
価
格
の
継
続
し
た
値

上
げ
交
渉
を
進
め
ま
す
。

③
　
県
下
統
一
規
格
に
向
け
た
出
荷
容

器
規
格
お
よ
び
低
コ
ス
ト
容
器
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

⑵
　
主
力
品
目
の
需
要
を
鑑
み
た
計
画
生

産
・
販
売
を
徹
底
し
、
販
売
価
格
の
安

定
を
図
り
ま
す
。

①
　
時
期
別
に
課
題
と
な
る
夏
ハ
ク
サ

イ
、
レ
タ
ス
類
の
生
産
計
画
を
、
地

域
に
見
合
っ
た
具
体
的
な
代
替
品
目

の
提
案
と
合
わ
せ
て
作
付
け
誘
導
を

進
め
ま
す
。

②
　
長
野
県
と
し
て
生
産
量
の
充
実
が

必
要
な
品
目
と
期
間
を
明
確
に
し
て

生
産
誘
導
を
進
め
ま
す
。

③
　
業
務
加
工
向
け
の
原
料
供
給
拡
大

や
新
規
企
画
・
商
品
開
発
に
関
わ

り
、
需
要
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

④
　
精
度
の
高
い
生
産
・
販
売
情
報
に

基
づ
い
た
企
画
の
提
案
を
積
極
的
に

進
め
、
消
費
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

⑤
　
緊
急
時
に
は
特
別
対
策
事
業
を
機

動
的
か
つ
効
果
的
に
発
動
し
て
出
荷

調
整
機
能
を
発
揮
し
ま
す
。

⑥
　
価
格
形
成
に
向
け
た
分
荷
機
能
を

発
揮
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
化
を
進

め
ま
す
。

（単位：千円）
大品目 ７年度計画 ６年度計画 ６年度実績 計画対比 実績対比

葉 菜 18,770,000 20,000,000 18,672,803 94% 101%
洋 菜 29,700,000 31,290,000 29,555,542 95% 100%
根 菜 560,000 730,000 539,892 77% 104%
果 菜 5,340,000 4,820,000 5,487,991 111% 97%
加工野菜他 355,000 510,000 324,312 70% 109%
購買種苗他 465,000 680,000 449,027 68% 104%
野 菜 合 計 55,190,000 58,030,000 55,029,567 95% 100%
き の こ 18,740,000 18,510,000 19,803,438 101% 95%
きのこ加工 100,000 110,000 90,369 91% 111%
種 菌 培 地 310,000 400,000 286,095 78% 108%
きのこ合計 19,150,000 19,020,000 20,179,902 101% 95%
合 　 計 74,340,000 77,050,000 75,209,469 96% 99%
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重点事業方針

⑷
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消
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①
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度
向
上
と
企
画
規
模
拡

大
を
狙
う
。

「
７
月
２
日
夏
の
長
野
県
産
レ
タ
ス
の
日
」

記
念
日
登
録

「７月２日夏の長野県産レタス
の日」店舗展開（令和６年度）

生産者あての異物混入対策の啓発チラシ きのこ・白菜の食育体験学習
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重点事業方針

　ＪＡ全農長野畜産酪農課と㈱長野県Ａ・コープは５月23日㈮か
ら25日㈰の３日間、Ａ・コープ各店で「初夏の信州農畜産物フェス
タ」を開催しました。開催期間限定で豚ブロック肉や牛ステーキ各
種半額、また各種お徳用パックと日替わり商品の特売を行いました。
　日ごろの感謝と、信州産の畜産酪農品をさらにPRするため、信
州アルプス牛の生産者と畜産酪農課職員が、ファーマーズ南長野
店、ファーマーズ佐久平店、ファーマーズうえだ店、ファーマーズ
富士見店、ファーマーズこまがね店の５店舗で牛ステーキ半額の

日に合わせて信州の牛肉を
PRしました。各店舗の地元
の生産者のお肉をケースに並べ、「地元産のお肉をぜひ食べてくださ
い」と買い物客に声をかけながらPRを行いました。初夏の農畜産物
フェスタということで、BBQ目的で食材を買い求めるお客様もい
て「地元の牛肉が半額で買える」と非常に好評でした。地元の信州
アルプス牛・信州和牛に高い評価をいただき、おいしい信州の牛肉
をPRする機会となりました。
　畜産酪農課は今後も、安全で安心な信州産農畜産物の販売促進に
取り組んでまいります。

Ｊ
Ａ
に
供
給
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
は

６
０
，
０
０
０
本
の
フ
ェ
ザ
ー
苗
の
生
産

供
給
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
生
産
振
興
及
び
営
農
技
術
員
の
指
導
体

制
強
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
開
発

　
生
産
者
の
反
収
向
上
及
び
営
農
技
術
員

の
指
導
力
向
上
を
目
的
に
、「
圃
場
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
圃
場
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
圃
場
毎
の
栽

培
・
生
育
情
報
、
作
業
情
報
を
一
元
的
に

集
約
す
る
こ
と
で
、「
圃
場
カ
ル
テ
」
を

作
成
し
、
当
年
度
の
栽
培
結
果
を
振
り
返

り
、
次
年
度
の
栽
培
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
は

圃
場
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
（
品
目
：
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
）
を
４
Ｊ
Ａ
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
り
ん
ご
高
密
植
栽
培
に
お
け
る

「
圃
場
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
を
進

め
て
お
り
、
県
内
Ｊ
Ａ
へ
の
導
入
提
案
及

び
運
用
開
始
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
安
全
安
心
な
農
産
物
の
供
給
体
制
の
推
進

　
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
で
は
、
生
産
者

の
農
薬
適
正
使
用
の
検
証
と
農
産
物
の
安

全
安
心
体
制
を
向
上
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
年
間
１
，
７
０
０
検
体
の
残
留
農
薬

自
主
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
よ
り
長
野
県
Ｇ
Ａ

Ｐ
が
国
際
水
準
に
引
き
上
げ
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
県
と
連
携
し
、
県
下
Ｊ
Ａ
に
お

い
て
長
野
県
Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
に
沿
っ
た
「
長

野
県
Ｇ
Ａ
Ｐ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
【
生
産
者

確
認
表
】」
に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
三
者
認
証
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
を

目
指
す
産
地
へ
の
取
得

支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
産
振
興
部
は
Ｊ
Ａ

と
一
体
と
な
っ
て
、
生

産
振
興
、
新
た
な
栽
培

技
術
や
施
設
化
、
生
産

拡
大
を
目
的
と
し
た
シ

ス
テ
ム
開
発
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

作成された圃場カルテ

長野県Ａ・コープ県下各店で信州農畜産物フェスタを開催
　～信州和牛・信州アルプス牛を店頭ＰＲ～

畜産酪農課

来店客で賑わう精肉売り場

ファーマーズこまがね店に立つ生産者（左）
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生
産
振
興
部
の
取
り
組
み

生産振興部

生
産
安
定
化
対
策
と
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ト
レ
リ
ス
の
普
及
推
進
を
進
め
て
い
ま

す
。
課
題
で
あ
っ
た
コ
ス
ト
低
減
策
と
し

て
、
輸
入
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ト
レ
リ
ス
の

モ
デ
ル
圃
を
県
下
２
ヶ
所
で
設
置
し
実
証

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
温
対
策
に
お
け
る
栽
培
技

術
や
資
材
に
つ
い
て
県
試
験
場
等
と
連
携

し
検
討
を
進
め
る
ほ
か
、
労
力
低
減
に
向

け
、
高
所
作
業
車
や
追
従
運
搬
車
等
の
省

力
機
械
実
演
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
優
良
種
苗
の
安
定
生
産

　
野
菜
種
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
品
質
苗

の
生
産
を
行
う
た
め
、
生
産
工
程
管
理
の

徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
り
ん
ご
苗
木
事
業
で
は
、

Ｊ
Ａ
出
資
法
人
に
生
産
委
託
し
、
フ
ェ

ザ
ー
苗
木
等
の
生
産
拡
大
を
図
り
、
令

和
６
年
度
は
５
２
，
０
０
０
本
を
県
下

る
栽
培
技
術
の
普
及
を
進
め
る
こ
と
で
生

産
出
荷
量
の
拡
大
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

■
生
産
振
興
︵
果
樹
︶

　
り
ん
ご
の
高
密
植
栽
培
の
普
及
拡
大
に

向
け
、
剪
定
講
習
会
や
り
ん
ご
高
密
植
栽

培
研
究
会
を
開
催
し
、
栽
培
安
定
に
向
け

た
技
術
指
導
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
気
象
災
害
・
変
動
に
対
応
し
た

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
産
振
興
部
は
、
野

菜
・
果
樹
の
生
産
振
興
や
、
優
良
種
苗
の

安
定
供
給
、
営
農
技
術
員
の
指
導
体
制
の

強
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
開
発
、
安
全
安

心
な
農
産
物
の
生
産
体
制
、
技
術
情
報
誌

の
発
行
な
ど
生
産
現
場
を
軸
に
事
業
展
開

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
生
産
振
興
︵
野
菜
︶

　
令
和
７
年
度
は
野
菜
の
生
産
振
興
と
し

て
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
拡
大
に
お
い

て
新
た
な
栽
培
技
術
「
枠
板
式
高
畝
栽

培
」
の
実
証
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
果
菜
類
（
な
す
）
の
単
収
向
上
と
生

産
拡
大
を
目
的
に
、
簡
易
雨
よ
け
ハ
ウ
ス

に
よ
る
普
及
モ
デ
ル
圃
を
設
置
し
実
証
試

験
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
の
異
常
気
象
や
園
芸
作
物

の
安
定
生
産
、
水
田
転
作
の
た
め
の
排
水

対
策
と
し
て
、
カ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
ー
や
平

高
畝
整
形
機
（
ベ
ッ
ド
マ
イ
ス
タ
ー
）
の

実
演
及
び
県
下
Ｊ
Ａ
に
向
け
た
実
演
機
の

貸
出
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
生
産
安
定
に
向
け
た
施
設

化
、
省
力
機
械
や
栽
培
技
術
・
品
種
等
の

実
証
を
継
続
し
て
行
い
、
実
証
結
果
に
よ

平高畝整形機（ベッドマイスター）施工の様子

フェザー苗生産圃場

令和６年度 りんご高密植栽培機械実演会の様子
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０
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０
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。
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０
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。
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と
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Ａ
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Ａ
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Ａ
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確
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に
よ
る
取
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み
を
進
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て

い
ま
す
。

　
ま
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、
第
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認
証
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の
取
得
を

目
指
す
産
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の
取
得
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も
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て
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ま
す
。
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振
興
部
は
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と
一
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と
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て
、
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興
、
新
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な
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、
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を
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的
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開
発
に
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　ＪＡ全農長野生産販売部は６月５日㈭、長野市内で「令和７年度　長野県青果物・花き取引会議」を開
催しました。取引先の主要卸売会社23社の代表者、長野県の阿部守一知事をはじめ、産業労働部営業局
および農政部関係者、全農長野の神農佳人運営委員会会長、眞島実副会長、長谷川孝治県本部長、県内
ＪＡ組合長など合計約80名が出席しました（＝表紙：主催者挨拶をする神農会長（左上）と来賓挨拶を
する阿部知事（右上））。
　この会議は、長野県産青果物・花きの出荷シーズンを迎える時期に、県産ブランドの販売強化による農
家手取りの向上と、卸売会社とのパートナーシップ構築を目的に開催しています。
　会議では、生産販売部の小林博部長が取扱計画や生産販売の重点方針を説明し、長野県農政部から、長
野県農政の展開方向についてのお話をいただきました。また、参加した卸売会社より、次のような内容の
ご提言をいただきました。

■東京青果㈱社長　　川田　光太 様
テーマ：消費動向・環境変化時での求められる産地対応について

　販売環境が変化するなか、コスト上昇の動きは産地だけでなく量販店も同様の理解があり、売価形成に
つながりつつある。再生産価格につなげるためにも、契約取引などの取り組みや強化により安易な価格競
争を避けることが大事。青果物は、天候による出荷量や価格の変化も大きい。今後は、より産地との迅速・
的確な情報共有により、需給のバランスを考慮した販売展開をすすめ、ロスを抑えていきたい。先が読め
ないが、しがらみに捉われず今まで以上に市場機能を発揮した販売を拡大し、産地へお返しをしたい。

■㈱Ｒ＆Ｃながの青果社長　　堀　陽介 様
テーマ：青果業界におけるDXの動向　卸・産地の目指すところ

　青果業界は手探りで進めているところ。アナログからデジタル化を進めるも、人による意思決定が重要
であり効率・省力化が進まない要因でもある。しかし、業務を可視化し無駄や二重行為を解消するために
も、データ連携が不可欠であり業界統一のサプライチェーン体制が必要。自己最適化は、つなぎ目に皺
寄せが起こり全体では非効率となる。コストも掛り最終的にマーケットに付加される。DXは、単にシス
テムによるデジタル化を進めることではなく、関わる人が意識を変えて取組むことが重要。「Ｄ」よりも
「Ｘ」が大事。産地と卸が情報を共有しながら進めていきたい。

■㈱なにわ花いちば社長　　大西　常裕 様
テーマ：花き業界の物流・DXの動向について

　コロナ禍の中で、全面オンライン取引に舵を切った。セリ時間は朝から夕方19時に変更。オンライン
により、より多くの方が参加できるようになり350名が500名に拡大した。活性化するなか、セリ前の相
対取引にも参加者が多くなり安定販売となった。オンライン取引によりセリ場が不要となり、人員も減ら
せられ勤務時間・働き方が変わり離職率も低下した。オンライン取引によるデメリットはない。データ連
携や分析により、販促・販売につなげていく事が大切だ。
　物流改革では、花き協会として全国８支所による広域のネットワークを整備し、ストックポイント・ハ
ブ対応の役割も考えている。引き続き、産地にはしっかりと生産をして供給をお願いしたい。

　生産販売部では今回の会議内容をふまえ、DXやシステム、生産販売にかかわる今後の方向性について
検討して行動に移してまいります。

「令和７年度　長野県青果物・花き取引会議」を開催
生産販売部
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DX推進課

　ＪＡ全農長野では、営農及び経済事業等に関わるデジタルトランスフォーメーション（DX）化を進め
ています。2022年３月より着手し、各システムの開発・稼働・合意形成を進め、2024年には各関係機
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おいて、これらのシステムの総称を「アグリプ
ラット」とすることに決定し、この度商標登録
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　今後の農業振興や経済事業の利用拡大の展開
において、DXの推進は必要不可欠です。DX化
を通じて、組合員やＪＡに付加価値の高いサー
ビスを提供できるよう、引き続き取り組みを進
めてまいります。

システム名称 主　　な　　効　　果

米穀出荷管理
シ ス テ ム

①米穀出荷契約に関わる作業の簡略化（組合員）
②米穀出荷契約に関わる労働時間削減、デジタル管理による正確性の向上（ＪＡ）
③ＪＡへのサポート機能強化、米穀データ管理の正確性の向上、事業拡大等（本会）

青果物販売管理
シ ス テ ム

①青果物・花きに関わる出荷報告作業の軽減、各種情報の早期伝達によるサービス向上（組合員）
②青果物・花きに関わる集出荷・販売業務に関わる業務の効率化・省資源化・販売力強化（ＪＡ・本会・卸売会社）

圃 場 カ ル テ
シ ス テ ム

①各種データに基づいた営農指導を受けることが可能に（組合員）
②圃場カルテの作成により、効率的な圃場診断・経営指導の実行に寄与（ＪＡ）
③品目別、ＪＡ別の高反収モデルの構築・見える化・水平展開（本会）

情 報 発 信
シ ス テ ム

①営農技術指導や資材情報等の各種情報の迅速な把握（組合員）
②営農技術指導や資材情報等の各種情報をデジタル発信をすることによるサービス向上（ＪＡ・本会）
③営農指導の強化・経済事業の拡大及び関係事務の効率化（ＪＡ・本会）

土 壌 診 断
シ ス テ ム

①土壌診断結果のスピーディーな配信による利便性の向上（組合員）
②土壌診断事務に関わる事務の効率化（ＪＡ・本会）

生活事業関連
サ イ ト 連 携

①ＪＡうちエネポータルと組合員マイページの連携による利便性向上（組合員）
②生活事業のPR・更なる利用者の確保（ＪＡ・本会）

肥 料 農 薬
カ タ ロ グ

①資材発注に関わる作業の簡略化（組合員）
②資材受注に関わる事務の効率化（ＪＡ）
③ＪＡへのサポート機能強化、商品情報、画像の早期提供による事業拡大等（本会）

■登録内容
⃝商　　標：アグリプラット（文字商標）
⃝登 録 日：令和７年５月１日
⃝登録番号：第6924645号
⃝権 利 者：全国農業協同組合連合会
⃝登録区分：４区分（９類、35類、42類、44類）*1
⃝そ の 他：登録内容の詳細は、QRコードにてご確認

ください。
*1 第９類：電気制御用の機械器具等、第35類：対企業のコンサル

業務全般等、第42類：調査・分析・設計・開発等、第
44類：農業・園芸等に係る役務
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　ＪＡ全農長野生産販売部は６月５日㈭、長野市内で「令和７年度　長野県青果物・花き取引会議」を開
催しました。取引先の主要卸売会社23社の代表者、長野県の阿部守一知事をはじめ、産業労働部営業局
および農政部関係者、全農長野の神農佳人運営委員会会長、眞島実副会長、長谷川孝治県本部長、県内
ＪＡ組合長など合計約80名が出席しました（＝表紙：主催者挨拶をする神農会長（左上）と来賓挨拶を
する阿部知事（右上））。
　この会議は、長野県産青果物・花きの出荷シーズンを迎える時期に、県産ブランドの販売強化による農
家手取りの向上と、卸売会社とのパートナーシップ構築を目的に開催しています。
　会議では、生産販売部の小林博部長が取扱計画や生産販売の重点方針を説明し、長野県農政部から、長
野県農政の展開方向についてのお話をいただきました。また、参加した卸売会社より、次のような内容の
ご提言をいただきました。

■東京青果㈱社長　　川田　光太 様
テーマ：消費動向・環境変化時での求められる産地対応について
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つながりつつある。再生産価格につなげるためにも、契約取引などの取り組みや強化により安易な価格競
争を避けることが大事。青果物は、天候による出荷量や価格の変化も大きい。今後は、より産地との迅速・
的確な情報共有により、需給のバランスを考慮した販売展開をすすめ、ロスを抑えていきたい。先が読め
ないが、しがらみに捉われず今まで以上に市場機能を発揮した販売を拡大し、産地へお返しをしたい。

■㈱Ｒ＆Ｃながの青果社長　　堀　陽介 様
テーマ：青果業界におけるDXの動向　卸・産地の目指すところ

　青果業界は手探りで進めているところ。アナログからデジタル化を進めるも、人による意思決定が重要
であり効率・省力化が進まない要因でもある。しかし、業務を可視化し無駄や二重行為を解消するために
も、データ連携が不可欠であり業界統一のサプライチェーン体制が必要。自己最適化は、つなぎ目に皺
寄せが起こり全体では非効率となる。コストも掛り最終的にマーケットに付加される。DXは、単にシス
テムによるデジタル化を進めることではなく、関わる人が意識を変えて取組むことが重要。「Ｄ」よりも
「Ｘ」が大事。産地と卸が情報を共有しながら進めていきたい。

■㈱なにわ花いちば社長　　大西　常裕 様
テーマ：花き業界の物流・DXの動向について

　コロナ禍の中で、全面オンライン取引に舵を切った。セリ時間は朝から夕方19時に変更。オンライン
により、より多くの方が参加できるようになり350名が500名に拡大した。活性化するなか、セリ前の相
対取引にも参加者が多くなり安定販売となった。オンライン取引によりセリ場が不要となり、人員も減ら
せられ勤務時間・働き方が変わり離職率も低下した。オンライン取引によるデメリットはない。データ連
携や分析により、販促・販売につなげていく事が大切だ。
　物流改革では、花き協会として全国８支所による広域のネットワークを整備し、ストックポイント・ハ
ブ対応の役割も考えている。引き続き、産地にはしっかりと生産をして供給をお願いしたい。

　生産販売部では今回の会議内容をふまえ、DXやシステム、生産販売にかかわる今後の方向性について
検討して行動に移してまいります。

「令和７年度　長野県青果物・花き取引会議」を開催
生産販売部
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　ＪＡ全農長野営業課が長年レタスを供給している㈱サラダクラブは、６月１日から７月中旬の期間限定
で、「カットレタス」「リーフミックス」「リーフミックス ビッグパック」をそれぞれ25％増量して全国（北
海道・東北・沖縄県を除く）で販売しています。
　例年６月中旬から実施してきた企画ですが、今年は天候に恵まれ豊作基調であることから、開始予定日
を早めて販売が始まりました。この機会にぜひご賞味ください。
　ＪＡ全農長野営業課は、今後も取引先と連携して県産青果物の販売促進企画を提案・実施し、さらなる
消費拡大に取り組んでまいります。

　ＪＡ全農長野営業課が長期契約でハクサイを供給している㈱美山は、県産ハクサイの出荷時期に合わ
せ、今年もキムチ増量キャンペーンと県産農産物プレゼントキャンペーンを実施します。
　増量企画の対象商品は、「いちおしキムチ」「いちおしキムチ辛口」「いちおしキムチ大容量」「いちおし
キムチ焼肉屋の味」の４品。７月上旬から８月上旬の１カ月間限定でいずれも20ｇ増量します。
　また、増量企画終了後の８月上旬から９月上旬には、長野県産「ぶどう三姉妹詰め合わせセット」「シャ
インマスカット」「コシヒカリ」「きのこ詰め合わせセット」が当たるキャンペーンを行います。
　この機会に「いちおしキムチ」をとおして長野県産ハクサイをぜひご賞味ください。全農長野営業課で
は、ハクサイ原料の供給を図るとともに、今後も取引先と連携し、県産青果物の販売促進を提案・実施
し、消費拡大に取り組んでまいります。

㈱美山で県産ハクサイ使用「いちおしキムチシリーズ」
増量＆農産物プレゼントキャンペーン

サラダクラブの「カットレタス」など増量

営業課

営業課

25％増量した３商品
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　ＪＡ信州諏訪は５月16日㈮、東京都中央卸売
市場・大田市場でＪＡ信州諏訪のセルリーを中心
とした高原野菜の出荷開始をPRするトップセー
ルスを行いました。
　セリ前にＪＡ信州諏訪の小平淳組合長が「ＪＡ
信州諏訪は長野県の南東部に位置し、標高約
1,200メートルの八ヶ岳山麓から、標高759メー
トルの諏訪湖周辺に至る地域で野菜の生産が営ま
れています。当ＪＡが全国一の生産量を誇るセルリーも
５月９日に出荷を迎えました。本年も、生産者・ＪＡ・
全農長野が協力して良いものを作り出荷してまいります
ので、１年間よろしくお願いいたします」と挨拶し、名
取孝雄専務理事の木遣りで活発な取引をお願いしました。
　場内ではプレゼント用にセルリーとホウレンソウを袋
詰めし、60セット用意し、市場関係者・仲卸の皆様に
振る舞いました。
　ＪＡ全農長野東京販売事務所は今後も長野県産農産物
の販売促進に努めます。

　ＪＡ松本ハイランドは５月10日㈯、北九州中央卸売市場で東筑摩郡朝日村産レタス類のトップセール
スを実施しました。朝日村の小林弘幸村長、ＪＡ松本ハイランドの田中均組合長、朝日野菜委員会の高橋
宗治委員長、ＪＡ松本ハイランドの上條典泰朝日支所担当理事が市場関係者や仲卸・小売業者に向けて出
荷開始となったレタス類をPRし、魅力ある相場形成を要請しました。
　また同日、北九州市小倉南区にある「サンリブシティ小倉店」で対面試食販売を行い、小林村長と田中
組合長が売り場に立ち、消費者に直接朝日村のレタス類をPRしました。新鮮なレタス類は大変喜ばれ、
完売する品種もありました。
　福岡販売事務所は、引き続き長野県産青果物の積極的なPRを実施してまいります。

東京・大田市場でＪＡ信州諏訪のトップセールス

北九州中央卸売市場で朝日村産レタス類のトップセールスを実施

東京販売事務所

福岡販売事務所

セルリーとホウレンソウの振る舞い

売り場に立つ小林村長（右手前）

挨拶をする小平組合長

セリ前に挨拶をする小林村長（上段中央）と下段左から田中組合長、
高橋委員長、上條担当理事
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（単位：百万円、％）

JA全農長野の事業現況

編
集
後
記

７月のラジオ番組表
放送日時 放送局 番　組　名 出　　演
7/8（火）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんのずくだせえぶりでい内
「いいＪＡん家庭菜園」

全農長野
資材店舗グループ

7/23（水）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんのずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」 果実花き課

区分品目 当年度実績 計画比 前年比
生 産 振 興 課 0 － 2
野菜種苗センター 68 110 120
生 産 振 興 部 計 68 110 112
米 穀 3,108 84 118
果 実 花 き 750 68 76
野 菜 き の こ 5,020 83 84
営 業 961 83 94
生 産 販 売 部 計 9,839 82 93
農 業 資 材 1,423 102 159
肥 料 農 薬 2,110 111 82
農 業 機 械 1,396 116 116
施 設 住 宅 427 109 71
生 産 購 買 部 計 5,357 109 102
畜 産 酪 農 4,812 102 100
三 岳 牧 場 49 91 96
ＳＰＦ繁殖センター 47 86 98
八 ヶ 岳 牧 場 47 93 94
畜 産 酪 農 部 計 4,955 101 100
燃料・ホームエネルギー 4,239 116 102
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 1,369 128 104
く ら し 1,233 95 79
く ら し 支 援 部 計 6,841 113 97
長 野 県 本 部 計 27,059 97 97

（内部販売高含む）

グリーンレーダー
X（旧ツイッター）はこちら

グリーンレーダー
WEB版はこちら

　
雨
が
多
い
時
期
は
、
畑
の
水
や
り
を
し

な
く
て
も
よ
い
の
で
助
か
り
ま
す
。
昨
夏

の
猛
暑
で
私
の
畑
の
土
が
乾
燥
し
、
硬
く

な
り
ま
し
た
。
保
水
性
を
高
め
る
た
め
、

昨
秋
に
は
腐
葉
土
を
施
し
、
こ
の
春
先
に

は
堆
肥
を
多
め
に
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
今
年
の
夏
に
改
善
す
る
か
ど
う
か
見

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
作
物
の
成
長
が
著
し
い
こ
の
時
期
は
、

手
入
れ
を
怠
る
と
す
ぐ
に
影
響
が
出
ま

す
。
例
え
ば
、
馬
鈴
薯
の
土
寄
せ
は
重
要

な
作
業
で
す
が
、
私
が
丁
寧
に
行
わ
な

か
っ
た
た
め
、
茎
ご
と
倒
れ
た
り
、
小
さ

い
馬
鈴
薯
が
む
き
出
し
に
な
り
緑
に
変
色

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鳥
よ
け
ネ
ッ
ト
を
張
ら
な
か
っ

た
た
め
、
家
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
朝
に
は

小
鳥
に
か
な
り
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

鳥
に
お
い
し
い
部
分
を
取
ら
れ
て
残
念
で

し
た
が
、
朝
の
「
カ
ッ
コ
ウ
」
の
鳴
き
声

に
は
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
甘
く
て
お
い
し

い
実
は
、
動
物
も
昆
虫
も
好
き
で
す
。
イ

チ
ゴ
も
「
章
姫
」
や
「
と
ち
お
と
め
」
を

植
え
て
い
ま
す
が
、
蟻
に
先
取
り
さ
れ
な

い
よ
う
、
熟
し
た
実
を
早
く
収
穫
す
る
た

め
蟻
と
の
競
争
で
す
。

　
小
動
物
で
気
を
付
け
る
べ
き
は
ハ
ク
ビ

シ
ン
で
す
。
昨
年
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
が
相
当
数
な
ぎ
倒
さ
れ
ま

し
た
。
数
本
の
範
囲
で
食
べ
て
く
れ
れ
ば

と
思
い
ま
す
が
、
何
本
も
一
度
に
倒
さ
れ

る
と
脱
力
感
を
感
じ
ま
す
。
今
年
は
夜
行

性
動
物
か
ら
ど
う
守
る
か
考
え
て
い
ま

す
。
来
た
る
夏
の
夜
は
心
配
せ
ず
、
心
地

よ
い
眠
り
に
つ
き
た
い
も
の
で
す
。（
Ｔ
）

令和７年度５月末総供給販売高実績表
長野県産 野菜ときのこキャンペーン第１弾レシピ

【材料（２人分】
・鶏ひき肉…… 200g
・レタス……… 150g
・緑豆春雨………70g
・ごま油……小さじ２
・塩胡椒…………少々

A
・ナンプラー
　　　………大さじ１
・レモン汁 …小さじ１
・砂糖………小さじ１
・鶏ガラスープの素
　　　………小さじ１
・水…………大さじ２
・一味唐辛子……適量

【作り方】
❶耐熱ボウルに春雨が被るくらいの水を入れ、ふ
んわりとラップをかけたら、600Ｗのレンジで
５分加熱する。ザルにあげて水けを切って粗熱
をとる。
❷レタスは手でちぎる
❸中火で熱したフライパンにごま油をひき、鶏ひ
き肉を色が変わるまで炒めたら塩胡椒をする。
❹❸にレタスを加えてサッと炒める。
❺全ての材料を混ぜ合わせ、味が足りないような
ら塩で調え、器に盛る。食べる直前まで冷やし
ておく。

レタスと鶏ひき肉の
エスニック風春雨

今月のおすすめレシピ

　鶏ひき肉、レタスを具材にエスニック
風のピリ辛味にしたレタス春雨。調味料

はナンプラーやレモン汁、唐辛子を使い、甘辛
酸っぱい味わいに。炒めることでレタスを大量に
消費することができます。
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　はじめまして、畜産酪農課の福士海羽と申
します。出身は青森県弘前市で、大学生まで
は神奈川県川崎市に住んでいました。マイ
ブームはパペットスンスンとセサミストリー
トです！
　祖父がりんご農家をしており、農業に興味
を持ちました。大学入学前は、静岡県の畜産
酪農農場で１年間学んでいました。
　八ヶ岳牧場でのふれあい教育ファームを担
当しています。まだまだ分からないことだら
けですが、１日でも早くお力になれるよう努
力していきます。よろしくお願いいたします。

福
ふく

士
し

海
み

羽
う

畜産酪農課

畜産酪農部

八ヶ岳牧場の牛と一緒に撮りました！

　はじめまして、肥料農薬課の東方桃子と申
します。出身は長野市信州新町で、実家で小
規模ながら農業を営んでいることもあり農業
は以前から身近な存在でした。休日は音楽鑑
賞や散歩をしたり絵を描いたりしています。
　肥料農薬についてはほとんど知識がなく、
初めて知ることをひとつひとつ学んでいる
日々です。肥料担当として覚えることは沢山
ありますが、やりがいも感じています。少し
でも早く皆様の力になれるよう尽力してまい
ります。よろしくお願いいたします。

東
ひがしかた

方 桃
も も

子
こ

肥料農薬課

生産購買部

肥料担当として頑張ります！！

　はじめまして。農機協同経営グループの石
曽根淳です。
　出身は安曇野市で、趣味は読書と散歩で
す。大学は文学部で、現代小説について勉強
していました。実家が兼業農家でお米を作っ
ており、農業に興味を持ちました。
　農業機械に関してまだまだ勉強不足ではあ
りますが、いち早く仕事を覚えていき、農業
機械課から長野県を盛り上げていきたいと考
えています。何卒よろしくお願いいたします。

石
いし

曽
ぞ

根
ね

淳
あつし

生産購買部

トラクターに乗っている、石曽根淳

令和７年度の新採用職員を順次ご紹介します
新採用職員紹介

　はじめまして、農業資材課資材店舗グルー
プの堀田侑吾と申します。
　出身は長野市です。こんななりをしていな
がらディズニーが大好きです。フロリダの
ディズニーワールドにも行きました。
　現在はＪＡファーム店の衣料を担当させて
いただいています。農業資材は本当に幅広
く、覚える商品も多いため、日々学びながら
業務に取り組んでいます。
　まだまだ未熟でご迷惑をお掛けすることが
多々あると思いますが、いち早く戦力になれ
るよう頑張ります。
　よろしくお願いします。

堀
ほっ

田
た

侑
ゆ う

吾
ご農業資材課

資材店舗グループ

農業機械課
農機協同経営グループ

生産購買部

皆様から支持していただける
 店舗作りのため頑張ります！
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（単位：百万円、％）

JA全農長野の事業現況

編
集
後
記

７月のラジオ番組表
放送日時 放送局 番　組　名 出　　演
7/8（火）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんのずくだせえぶりでい内
「いいＪＡん家庭菜園」

全農長野
資材店舗グループ

7/23（水）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんのずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」 果実花き課

区分品目 当年度実績 計画比 前年比
生 産 振 興 課 0 － 2
野菜種苗センター 68 110 120
生 産 振 興 部 計 68 110 112
米 穀 3,108 84 118
果 実 花 き 750 68 76
野 菜 き の こ 5,020 83 84
営 業 961 83 94
生 産 販 売 部 計 9,839 82 93
農 業 資 材 1,423 102 159
肥 料 農 薬 2,110 111 82
農 業 機 械 1,396 116 116
施 設 住 宅 427 109 71
生 産 購 買 部 計 5,357 109 102
畜 産 酪 農 4,812 102 100
三 岳 牧 場 49 91 96
ＳＰＦ繁殖センター 47 86 98
八 ヶ 岳 牧 場 47 93 94
畜 産 酪 農 部 計 4,955 101 100
燃料・ホームエネルギー 4,239 116 102
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 1,369 128 104
く ら し 1,233 95 79
く ら し 支 援 部 計 6,841 113 97
長 野 県 本 部 計 27,059 97 97

（内部販売高含む）

グリーンレーダー
X（旧ツイッター）はこちら

グリーンレーダー
WEB版はこちら

　
雨
が
多
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は
、
畑
の
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り
を
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な
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も
よ
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で
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か
り
ま
す
。
昨
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の
猛
暑
で
私
の
畑
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土
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乾
燥
し
、
硬
く

な
り
ま
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た
。
保
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性
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高
め
る
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め
、
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土
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し
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の
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入
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そ
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果
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今
年
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善
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か
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か
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た
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す
。
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。
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む
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し
て
し
ま
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し
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。
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。
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ら
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。
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。
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取
り
さ
れ
な

い
よ
う
、
熟
し
た
実
を
早
く
収
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。
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と
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さ
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範
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。
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令和７年度５月末総供給販売高実績表
長野県産 野菜ときのこキャンペーン第１弾レシピ

【材料（２人分】
・鶏ひき肉…… 200g
・レタス……… 150g
・緑豆春雨………70g
・ごま油……小さじ２
・塩胡椒…………少々

A
・ナンプラー
　　　………大さじ１
・レモン汁 …小さじ１
・砂糖………小さじ１
・鶏ガラスープの素
　　　………小さじ１
・水…………大さじ２
・一味唐辛子……適量

【作り方】
❶耐熱ボウルに春雨が被るくらいの水を入れ、ふ
んわりとラップをかけたら、600Ｗのレンジで
５分加熱する。ザルにあげて水けを切って粗熱
をとる。
❷レタスは手でちぎる
❸中火で熱したフライパンにごま油をひき、鶏ひ
き肉を色が変わるまで炒めたら塩胡椒をする。
❹❸にレタスを加えてサッと炒める。
❺全ての材料を混ぜ合わせ、味が足りないような
ら塩で調え、器に盛る。食べる直前まで冷やし
ておく。

レタスと鶏ひき肉の
エスニック風春雨

今月のおすすめレシピ

　鶏ひき肉、レタスを具材にエスニック
風のピリ辛味にしたレタス春雨。調味料

はナンプラーやレモン汁、唐辛子を使い、甘辛
酸っぱい味わいに。炒めることでレタスを大量に
消費することができます。
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JA 全農長野ホームページ https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」 https://www.ja-town.com
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